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2．2　自己決定理論
　自己決定理論とは，成長と統合へと向かう自己の傾向性及び，より統合された自己の感覚を発達させていく傾向性














　基本的心理欲求理論（Basic Psychological Needs Theory: BPNT）とは，「人間の成長，統合的な発達，心的健康
（well-being）のために必要不可欠な３つの生得的な心理欲求の充足を基盤とした考え方である。」（Ryan & Deci, 












































　調査にはアンケートを用いて行われた。分析対象のアンケート項目は，基本的心理欲求理論（Ryan & Deci, 











合度指標は，χ2＝100.983, df＝24, p＝.000, χ2/df








































































適合度指標は，χ2＝190.465, df＝24, p＝.000, 
χ2/df＝7.936, RMR＝.064, GFI＝.941, AGFI
＝ . 8 9 0 ,  CF I ＝ . 8 7 2 ,  RMSEA﹇9 0%C I ﹈
＝.099﹇.086, .0112﹈と十分とは言えないが受け












（r＝.606, .519, .542, p< .001）。また，３欲求の充足と内発的動機づけの間にも中程度の相関が見られる（表１参
























































充足（自律） ― .606＊＊ .519＊＊ －.149＊＊ －.194＊＊ －.153＊＊ .464＊＊ .446＊＊ .442＊＊
充足（有能） ― .542＊＊ －.149＊＊ －.257＊＊ －.200＊＊ .568＊＊ .582＊＊ .584＊＊
充足（関係） ― －.221＊＊ －.145＊＊ －.227＊＊ .468＊＊ .456＊＊ .475＊＊
阻害（自律） ― .314＊＊ .423＊＊ －.150＊＊ －.178＊＊ －.144＊＊
阻害（有能） ― .484＊＊ －.095＊ －0.059 －0.064
阻害（関係） ― －.097＊ －0.062 －0.040
















（図５）。モデル適合度指標に関しても，χ2＝21.340, df＝8, p＝.006, χ2/df＝2.667, RMR＝.024, GFI＝.990, 
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付録１　アンケート項目の内容と記述統計量
番号 アンケート項目 M SD 歪度 尖度
内発的動機づけ（知識）
1 英語を使うの人たちの文化や生活について知るのが楽しいから 2.60 0.85 －0.13 －0.58
2 英語を使う人たちのこと（本や映画など）について知るのが楽しいから 2.63 0.91 －0.06 －0.81
3 英語を学習して，新しい発見があるのがうれしいから 2.77 0.96 －0.28 －0.91
内発的動機づけ（達成）
4 英語がどこまでできるようになるか，挑戦するのが楽しいから 2.84 0.96 －0.36 －0.87
5 自分の英語がうまくなることが楽しいから 3.06 0.95 －0.65 －0.62
6 英語が理解できるとうれしいから 3.20 0.93 －0.93 －0.16
内発的動機づけ（刺激）
7 英語を理解したり，自分の言いたいことが言えたりするとうれしいから 3.15 0.93 －0.80 －0.39
8 英語で話すと気持ちがいいから 2.63 1.00 －0.11 －1.07
9 英語が話されているのを聞くことは，気持ちがいいから 2.34 0.91 0.21 －0.75
自律性の欲求充足
10 すすんで自分の意見や考えを自由に言えている 2.26 1.01 0.32 －0.98
11 人から言われずに，自分で決めて活動している 2.43 0.95 0.13 －0.90
12 自分らしくふるまっている 2.60 1.00 －0.10 －1.07
有能性の欲求充足
13 自信を持って活動できる 2.51 0.94 0.07 －0.87
14 達成感（できたという気持ち）を感じることができる 2.86 0.99 －0.38 －0.94
15 自分は英語ができると思う 2.13 0.97 0.40 －0.88
関係性の欲求充足
16 クラスの人と仲良く活動できている 3.03 0.92 －0.64 －0.48
17 先生やクラスのみんなは自分のがんばりを認めてくれている気がする 2.11 0.89 0.35 －0.70
18 クラスの人は，自分の発表・発言をきちんと聞いてくれている 2.75 0.92 －0.28 －0.74
自律性の欲求阻害
19 先生やクラスの人がいろいろと自分に命令してくることがある 1.92 0.91 0.73 －0.33
20 授業中に嫌な緊張感を感じることがある 2.05 1.07 0.62 －0.90
21 自分がやりたくないのに，やらなければならないことがある 2.29 1.11 0.29 －1.27
有能性の欲求阻害
22 自分は失敗してしまう気がしてうまくできないことがある 2.45 1.08 0.09 －1.27
23 英語を聞いたり話したりする力が高いとは思わない 2.63 1.02 －0.10 －1.13
24 自分ができると思っていることでもうまくできないことがある 2.64 0.95 －0.16 －0.90
関係性の欲求阻害
25 周りに取り残されている気がする 1.90 0.99 0.82 －0.44
26 クラスの人に自分の良さをみとめてもらえない気がする 1.93 0.92 0.79 －0.19
27 クラスの人とトラブルになることもある 1.65 0.88 1.25 0.63
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The Effect of Elementary School Students’ Motivation 
in English Classes on Their Intrinsic Motivation
―Focusing on Basic Psychological Needs Satisfaction and Frustration―
Fujishige SOMEYA＊
ABSTRACT
This study investigated the effects of satisfying and frustrating the psychological needs of foreign-language classes for 
higher-grade elementary school children on their intrinsic motivation in learning these languages.  A total of 710 fifth and 
sixth graders in three public elementary schools participated in a questionnaire survey conducted in March 2019.  For 
analysis, this study used IBM SPSS Statistics and Amos (Ver. 25).  The questionnaire was analyzed using confirmatory 
factor analysis (CFA) and structural equivalent modeling (SEM).  Results indicated a sufficient degree of fitness for 
satisfaction and frustration of psychological needs, and intrinsic motivation showed a sufficient value as a result of calculating 
for theαcoefficient.  SEM revealed that psychological needs satisfaction predicted intrinsic motivation positively, and 
frustration of psychological needs negatively predicted intrinsic motivation.  This necessitates a lesson development that 
satisfies three needs (autonomy, competence, and relatedness) in elementary school English classes.  Future studies need to 
determine the kind of instruction that will adequately fulfill these needs.
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